
三重県医療政策課

資料１

第２期三重県循環器病対策推進計画及び
第８次三重県医療計画の策定について



1. 第２期循環器病対策推進基本計画策定

に関する国の動向

2. 第８次医療計画に係る通知

3. 循環器病対策推進計画と医療計画との

一体的な策定
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第２期循環器病対策推進基本計画（国）の策定

経 緯

 令和５年３月28日に「循環器病対策推進基本計画」の変更が閣議決定され、「第２期
循環器病対策推進基本計画」が策定

項目Ｂ 令和５年度から令和10年度までの６年（目安）

 循環器病対策推進基本計画は、健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その
他の循環器病に係る対策に関する基本法（以下、基本法）第９条第１項に基づく、
「循環器病対策推進基本計画（以下、基本計画）」に該当するもので、今回の第２期
基本計画は基本法第９条第７項に基づき、変更されたもの。

 一方、三重県循環器病対策推進計画は、基本法第11条第１項に基づく「都道府県循
環器病対策推進計画」に該当するもので、県計画は国の基本計画を基本とすることとされ
ている。

期 間

計画の位置付け
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第２期循環器病対策推進基本計画の概要 厚生労働省HP
「循環器病対策推進基本計画」の変更について より
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（参考）第１期循環器病対策推進基本計画の概要 厚生労働省HP
「循環器病対策推進基本計画」について より
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第１期計画と第２期計画の違い

 新型コロナウイルス感染症の拡大によって循環器病診療のひっ迫や受診控えが指摘されたこと
を踏まえ、「感染症発生・まん延時や災害時等の有事を見据えた対策」に関する内容を追加

 現在政府で進められている、医療分野におけるDXを通じたサービスの効率化や質の向上により、
国民の保健医療の向上を図る「医療DX」に関する記載を追加

 個別施策「２．保健、医療及びサービスの提供体制の充実」における各項目について、医療
提供の時系列に沿って並び替え

 循環器病は合併症・併発症が多く、病態も多岐にわたり、他の疾患等に係る対策と重なる部
分があることから、重複する取組については関連施策と連携して取り組むことを記載

主な変更点

 変更後の基本計画（第２期計画）の趣旨及び内容を踏まえた、第２期三重県循環器病
対策推進計画の策定が必要

県に求められる対応

上記のように、第２期計画では、新たな項目の追加や個別施策の整理といった変更はあったも
のの、全体の方向性に大きな変更はなく、第１期計画の考え方を維持している。



1. 第２期循環器病対策推進基本計画策定

に関する国の動向

2. 第８次医療計画に係る通知
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第８次医療計画の策定

医療法

 医療法（昭和23年法律第205号）第30条の４第４項の規定に基づき、都道府県は、
５疾病・６事業※及び在宅医療に係る医療連携体制に関する事項等を医療計画に定め
ることとされている。

※「新興感染症発生・まん延時における医療」が追加

 厚生労働省医政局長通知（令和５年３月31日）「医療計画について」において、医療
計画の策定に当たっては、基本方針に即して、指針及び「疾病・事業及び在宅医療に係
る医療体制について」（令和５年３月31日付け医政地発0331第14号厚生労働省医
政局地域医療計画課長通知）の別紙「疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制の構
築に係る指針」（以下、「疾病・事業及び在宅医療指針」）を参考にすることとされている。

 上記課長通知の別紙（「疾病・事業及び在宅医療指針」）において、「脳卒中の医療体
制構築に係る指針」及び「心筋梗塞等の心血管疾患の医療体制構築に係る指針」が示
されている。

計画の位置付け
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医療計画の策定に係る指針等
令和５年度第１回医療政策研修会
（令和５年５月１８日）資料１より抜粋
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国が示す第８次医療計画のポイント

令和５年度第１回医療政策研修会
（令和５年５月１８日）資料１より抜粋

県に求められる対応

 第８次三重県医療計画において、国から示される策定指針等を踏まえ、「脳卒中対策」、
「急性心筋梗塞等の心血管疾患対策」に該当する部分の策定が必要。



1. 第２期循環器病対策推進基本計画策定

に関する国の動向
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3. 循環器病対策推進計画と医療計画との

一体的な策定

11



12

循環器病対策推進計画と医療計画の関係

 基本的に、循環器病対策推進計画は医療計画（脳卒中対策・急性心筋梗塞等の心血

管疾患対策）を包含する内容となっている。

循環器病対策推進計画医療計画

・社会連携

・相談支援

・後遺症を有する者への支援

・就労支援 等

・予防

・救急搬送体制

・医療提供体制 等

・圏域の設定

・可能な限り圏域ごとの課題の抽出
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一体的な策定に関する国の通知について

医療計画と各計画の一体的策定について（令和５年３月31日 厚生労働省医政局地域医療計画課 事務連絡）

第８次医療計画の策定については、「医療計画について」（令和５年３月31日付け医政発

0331第16号厚生労働省医政局長通知）においてその留意事項等を示したところですが、が

ん対策基本法第12条に基づく都道府県がん対策推進計画や健康寿命の延伸等を図るため

の脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る対策に関する基本法第11条に基づく都道府県

循環器病対策推進計画等の政策的に関連が深い他の計画等に定める内容が、医療計画

に定める内容と重複する場合には、医療計画とそれらの計画を一体のものとして策定するこ

とも可能です。

医療計画作成指針（令和５年３月31日 医政発0331第16号 厚生労働省医政局長通知 別紙）

政策的に関連の深い他の計画に、医療計画に記載するべき事項と同様の内容を記載すること

が定められている場合には、医療計画上で、これらの計画の対応する箇所を明確に示すこと

で、具体的な記載に代替することとして差し支えないこと。
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一体的策定のメリット

計画策定業務の効率化

県の方向性の明確化

2
現状、医療計画と循環器計画の改訂は同時期に行われている。

一体的に策定することで重複する２つの計画を策定する必要がなくなり、計画

策定における業務の効率化を図ることができる。

1
現状、医療計画と循環器計画に重複した内容が記載されており、それぞれの計

画で取組施策を示している。それぞれの計画に記載されている内容を１つの計

画に集約化することで、県民に対して県の方向性を分かりやすく示すことができる。
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県としての考え方（案）

 医療計画（脳卒中・心血管疾患部分）と循環器計画では、
内容の大部分が重複している。

 三重県の場合、循環器計画は医療計画に記載すべき内容を
包含し、幅広い内容が盛り込まれている。

県計画の現状

 一体的な策定の考え方を取り入れることにより、効率化や方向性の明確化が可能となるこ
とを踏まえ、医療計画と循環器計画を一体的に策定することとしてはどうか。

 一体的に策定する場合、循環器計画が医療計画に記載すべき内容を包含した幅広い内
容になっていることに鑑み、循環器計画に医療計画の内容を盛り込む方向（①案）で策
定することとしてはどうか。

一体的策定によるメリット

考えられる選択肢

 県の方向性の明確化

 計画策定業務の効率化

①案：一体的に策定し、循環器計画に医療計画の内容を盛り込む

②案：一体的に策定し、医療計画に循環器計画の内容を盛り込む

③案：一体的に策定せず、これまで通り２つの計画を策定


